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池田市官民連携まちなか再生推進支援業務仕様書 

 

１ 業務目的 

本業務は、阪急池田駅周辺（別紙エリア図参照。以下「対象エリア」という。）

における、まちの回遊性向上や賑わい創出の取組みを面的に広げてエリアの価

値を高めていくこと、その担い手となる民間事業者や次世代リーダーを発掘・育

成し継続的なまちづくりへと展開していくため、当事者である行政と民間事業

者等とが参画する「エリアプラットフォーム」を構築するとともに、まちの将来

イメージを共有しながら実現に向けて官民連携で戦略的に取組んでいくための

「未来ビジョン等」の策定に向け、対象エリアにおける課題整理とエリア価値向

上の方向性、戦略等を検討し、対象エリアの将来像案の作成を目的とする。 

 

 

２ 業務期間 

 契約締結日から令和４年３月３１日まで 

 

 

３ 業務内容 

（１）計画準備 

本業務の目的を把握し、業務に必要な各種資料等の収集整理、及び作業全般

にわたる具体的な手法、工程をまとめた業務計画を作成する。 

 

（２）エリアプラットフォーム形成支援 

  対象エリアにおける未来ビジョン等の策定や、未来ビジョンを実現するた

めの自立・自走型システムの構築を目的とした官民連携によるエリアプラッ

トフォームの構築・運営のため、以下の業務を行う。 

① 関係者のコーディネート 

  対象エリアの関係者の発掘とプラットフォーム形成へのコーディネート

（意向把握、ヒアリング等）を行う。 

② エリアプラットフォームのあり方検討 

  対象エリアの特性や関係者の意向等を踏まえ、望ましいプラットフォーム

のあり方や組成へのステップ、運営方法等を検討し、関係者と合意形成を図る。 

③ エリアプラットフォーム組成支援   

  エリアプラットフォームの組成を支援し、未来ビジョン策定に向けた検討

会等の運営に必要な資料作成や調整、支援などを行う。 

なお、エリアプラットフォームの組成や運営に必要となる費用、有識者（５

人程度）による検討への謝礼等、についても本業務で負担するものとする。 



 
 

 

 

（３）未来ビジョン等策定支援 

  対象エリアにおける未来ビジョン等の策定に向け、以下の業務を行う。 

 ① 地域の特性の現況分析 

  対象エリアの現状について、データや各種計画での位置づけ、各種事業の実

施状況等から整理し、エリアの魅力（強み）や課題を抽出・分析する。 

 

 ② 地域の特性を踏まえた目指す姿案の作成 

  現況分析や関係者との議論も踏まえながら、エリア価値向上への方向性・戦

略等を検討し、魅力的でわかりやすいビジュアルによるエリアの将来像案を

作成する。 

 

③ 次年度業務実施に向けた資料作成等 

 対象エリアの関係者等の機運醸成を図るためのシンポジウムやワークショ

ップ等の実施に向けた企画提案、調整等を行う。 

 また、駅前の公共空間等の柔軟な利活用を図るための社会実験に向けた検討

を行う。 

 

（４）打合せ協議 

打合せ協議は、着手時、中間報告、成果品納入時の３回程度とし、必要に応

じて適宜行うものとする。なお、協議後は記録簿を作成するものとし、速やか

に市へ提出する。 

 

 

４ 成果品 

本業務の成果品は以下のとおりとする。なお、成果品については、すべて電子

データを作成し、電子媒体についても納品する。 

（１）業務報告書（Ａ４判ファイル綴）      ２部 

（２）業務報告書ダイジェスト版        ５０部 

（３）その他必要となるもの           １式 
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【参考資料】

　『官民連携まちなか再生推進事業について（国土交通省都市局まちづくり推進課）』抜粋


